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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年7月24日(2008.7.24)

【公開番号】特開2006-345254(P2006-345254A)
【公開日】平成18年12月21日(2006.12.21)
【年通号数】公開・登録公報2006-050
【出願番号】特願2005-169394(P2005-169394)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   7/091    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   7/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ   7/091   　　　　
   Ｇ０３Ｂ   7/28    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月6日(2008.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を電気信号に変換して画像データを得る撮像手段と、
　前記撮像手段により得られた画像データから被写体が存在する複数の領域を認識する認
識手段と、
　前記認識手段により認識された前記複数の領域の画像データから撮像パラメータを算出
する算出手段と、
　前記算出手段によって算出された撮像パラメータに基づき、前記複数の領域をグループ
化するグループ化手段と、
　前記グループ化手段によってグループ化されたグループ毎にそれぞれ撮像パラメータを
設定する設定手段とを有し、
　前記設定手段により設定されたグループ毎の撮像パラメータに基づいて、撮影すること
を特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記撮像パラメータとは、被写体距離、被写体の座標値、被写体輝度、絞り値、シャッ
タースピード、のうち少なくとも２つ以上は含むことを特徴とする請求項１に記載の撮像
装置。
【請求項３】
　前記グループ化手段によってグループ化されたグループそれぞれにつき撮影を行うこと
を特徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　被写体像を電気信号に変換して画像データを得る撮像工程と、
　前記撮像工程において得られた画像データから被写体が存在する複数の領域を認識する
認識工程と、
　前記認識工程において認識された前記複数の領域の画像データから撮像パラメータを算
出する算出工程と、
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　前記算出工程において算出された撮像パラメータに基づき、前記複数の領域をグループ
化するグループ化工程と、
　前記グループ化工程においてグループ化されたグループ毎にそれぞれ撮像パラメータを
設定する設定工程と、
　前記設定工程において設定されたグループ毎の撮像パラメータに基づいて、撮影を行う
撮影工程とを有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項５】
　前記撮像パラメータとは、被写体距離、被写体の座標値、被写体輝度、絞り値、シャッ
タースピード、のうち少なくとも２つ以上は含むことを特徴とする請求項４に記載の撮像
装置の制御方法。
【請求項６】
　前記撮影工程では、前記グループ化工程によってグループ化されたグループそれぞれに
つき撮影を行うことを特徴とする請求項４または５に記載の撮像装置の制御方法。
【請求項７】
　請求項４乃至６のいずれかに記載の制御方法をコンピュータに実行させることを特徴と
するプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記課題を解決し目的を達成する為に本発明の撮像装置は、被写体像を電気信号に変換
して画像データを得る撮像手段と、前記撮像手段により得られた画像データから被写体が
存在する複数の領域を認識する認識手段と、前記認識手段により認識された前記複数の領
域の画像データから撮像パラメータを算出する算出手段と、前記算出手段によって算出さ
れた撮像パラメータに基づき、前記複数の領域をグループ化するグループ化手段と、前記
グループ化手段によってグループ化されたグループ毎にそれぞれ撮像パラメータを設定す
る設定手段とを有し、前記設定手段により設定されたグループ毎の撮像パラメータに基づ
いて、撮影することを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記課題を解決し目的を達成する為に本発明の撮像装置の制御方法は、被写体像を電気
信号に変換して画像データを得る撮像工程と、前記撮像工程において得られた画像データ
から被写体が存在する複数の領域を認識する認識工程と、前記認識工程において認識され
た前記複数の領域の画像データから撮像パラメータを算出する算出工程と、前記算出工程
において算出された撮像パラメータに基づき、前記複数の領域をグループ化するグループ
化工程と、前記グループ工程においてグループ化されたグループ毎にそれぞれ撮像パラメ
ータを設定する設定行程と、前記設定行程において設定されたグループ毎の撮像パラメー
タに基づいて、撮影を行う撮影工程とを有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
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